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「
別

紙
３

」
　

【
構

成
上

の
工

夫
】
　

（
　

小
学

校
　

社
会

　
）

東
書

・
第

３
・
４

学
年

は
１

巻
構

成
に

な
っ

て
お

り
、

第
５

・
６

学
年

は
２

分
冊

と
な

っ
て

い
る

。

・
「
つ

か
む

」
、

「
調

べ
る

」
、

「
ま

と
め

る
」
と

い
う
三

つ
の

学
習

過
程

を
た

ど
り

な
が

ら
、

「
学

習
問

題
」
を

単
元

ご
と

に
掲

載
し

て
い

る
。

・
社

会
的

な
事

柄
に

参
画

・
提

案
す

る
「い

か
す

」の
と

い
う

ペ
ー

ジ
を

設
定

し
て

い
る

。
・
補

充
的

な
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
「ひ

ろ
げ

る
」と

い
う

ペ
ー

ジ
を

設
定

し
て

い
る

。

・
基

本
的

な
学

習
の

仕
方

と
し

て
、

「
学

び
方

コ
ー

ナ
ー

（
見

る
・

聞
く
・
ふ

れ
る

）
（
読

み
取

る
）
（
表

す
・
伝

え
る

）
」
を

示
し

て
い

る
。

・
第

３
学

年
の

冒
頭

に
「
地

図
帳

を
使

お
う

」
と

い
う

ペ
ー

ジ
を

設
定

し
、

地
図

帳
の

活
用

の
仕

方
を

示
し

て
い

る
。

・
「
ま

と
め

る
」
場

面
に

多
様

な
表

現
活

動
を

設
定

し
て

い
る

。

・
カ

ラ
ー

バ
リ

ア
フ

リ
ー

を
含

む
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
て

い
る

。
・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
る

。

・
各

学
年

の
も

く
じ

に
、

「
Ｄ

（
デ

ジ
タ

ル
）
マ

ー
ク

コ
ン

テ
ン

ツ
」
と

し
て

、
ク

イ
ズ

、
動

画
及

び
公

共
機

関
の

内
容

を
掲

載
し

て
い

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

リ
ン

ク
（
Ｕ

Ｒ
Ｌ

ア
ド

レ
ス

及
び

２
次

元
コ

ー
ド

）
を

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
コ

ン
テ

ン
ツ

を
活

用
し

て
学

習
で

き
る

ペ
ー

ジ
に

、
「
Ｄ

マ
ー

ク
」
を

示
し

て
い

る
。

教
出

・
全

学
年

に
お

い
て

１
巻

構
成

と
な

っ
て

い
る

。

・
「
つ

か
む

」
、

「
調

べ
る

」
、

「
ま

と
め

る
」
と

い
う
三

つ
の

学
習

過
程

を
た

ど
り

な
が

ら
、

「
み

ん
な

で
考

え
た

学
習

問
題

」
を

単
元

ご
と

に
掲

載
し

て
い

る
。

・
学

ん
だ

事
実

を
根

拠
に

し
て

、
自

分
な

り
の

考
え

を
表

現
し

合
う

場
面

に
「
選

択
・
判

断
」
の

マ
ー

ク
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
意

欲
や

関
心

に
応

じ
て

学
習

す
る

と
き

に
活

用
で

き
る

「
ひ

ろ
げ

る
」

を
と

い
う

ペ
ー

ジ
を

設
定

し
て

い
る

。

・
基

本
的

な
学

習
の

仕
方

と
し

て
、

「
学

び
の

て
び

き
（
集

め
る

）
（
読

み
取

る
）
（
表

す
）
」
を

示
し

て
い

る
。

・
第

３
学

年
の

巻
末

に
「
わ

く
わ

く
！

社
会

科
ガ

イ
ド

」
を

設
定

し
、

地
域

調
査

や
地

図
帳

の
活

用
の

仕
方

、
記

録
・
表

現
の

方
法

や
留

意
点

に
つ

い
て

示
し

て
い

る
。

・
色

覚
の

個
人

差
に

配
慮

し
た

カ
ラ

ー
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

基
づ

く
配

色
に

し
て

い
る

。
・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
る

。

・
各

学
年

の
も

く
じ

に
、

「
ま

な
び

リ
ン

ク
」
と

し
て

、
動

画
及

び
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
な

ど
の

コ
ン

テ
ン

ツ
を

掲
載

し
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
リ

ン
ク

（
Ｕ

Ｒ
Ｌ

ア
ド

レ
ス

及
び

２
次

元
コ

ー
ド

）
を

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
コ

ン
テ

ン
ツ

を
活

用
し

て
学

習
で

き
る

ペ
ー

ジ
に

、
「
ま

な
び

リ
ン

ク
」
の

マ
ー

ク
を

掲
載

し
て

い
る

。

日
文

・
全

学
年

に
お

い
て

１
巻

構
成

と
な

っ
て

い
る

。

・
「
学

習
問

題
」
を

単
元

ご
と

に
掲

載
し

て
い

る
。

・
学

習
問

題
を

解
決

し
た

あ
と

で
、

更
に

話
し

合
っ

た
り

、
考

え
た

り
し

た
い

疑
問

と
し

て
、

「
さ

ら
に

考
え

た
い

問
題

」
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
単

元
の

学
習

を
終

え
て

、
も

っ
と

詳
し
く
調

べ
て

み
た

い
こ

と
や

、
気

に
な

っ
た

こ
と

を
取

り
上

げ
た

ペ
ー

ジ
と

し
て

「
わ

た
し

た
ち

の
学

び
を

生
か

そ
う

」
を

設
定

し
て

い
る

。

・
基

本
的

な
学

習
の

仕
方

と
し

て
、

「
学

び
方

・
調

べ
方

コ
ー

ナ
ー

（
見

る
・
調

べ
る

）
（
読

み
取

る
）

（
表

現
す

る
）
」
を

示
し

て
い

る
。

・
第

３
学

年
の

巻
末

に
「
地

図
帳

の
使

い
方

」
を

設
定

し
、

地
図

帳
の

活
用

の
仕

方
を

示
し

て
い

る
。

・「
○

○
さ

ん
の

ノ
ー

ト
」を

掲
載

し
、

ノ
ー

ト
の

書
き

方
の

例
を

示
し

て
い

る
。

・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

に
配

慮
し

て
い

る
。

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

対
応

す
る

よ
う

開
発

し
た

教
科

書
体

を
採

用
し

て
い

る
。

・
各

学
年

の
冒

頭
に

、
「
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ク

」
と

し
て

、
デ

ジ
タ

ル
資

料
を

掲
載

し
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
リ

ン
ク

（
Ｕ

Ｒ
Ｌ

ア
ド

レ
ス

）
を

示
し

て
い

る
。

デ
ジ

タ
ル

資
料

を
活

用
し

て
学

習
で

き
る

ペ
ー

ジ
に

は
、

「
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ク

」
を

掲
載

し
て

い
る

。

カ
　

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
  
  
 ン

ツ
の

扱
い

・
各

学
年

の
最

初
の

単
元

に
「
学

習
の

進
め

方
」
を

設
定

し
、

単
元

に
お

け
る

基
本

的
な

学
習

の
進

め
方

に
つ

い
て

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
「
ふ

り
返

ろ
う

」
を

設
定

し
、

学
習

内
容

、
調

べ
方

や
ま

と
め

方
に

つ
い

て
の

視
点

を
示

し
て

い
る

。
・
社

会
的

事
象

の
見

方
・
考

え
方

に
つ

い
て

は
、

「
学

習
の

進
め

方
」
の

中
に

「
活

用
の

ポ
イ

ン
ト

」
を

設
定

し
、

「
位

置
や

空
間

的
な

広
が

り
」
、

「
時

期
や

時
間

の
経

過
」
、

「
事

象
や

人
々

の
相

互
関

係
」
、

「
比

較
・
分

類
、

総
合

、
関

連
付

け
な

ど
」
を

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

の
イ

ラ
ス

ト
を

用
い

て
説

明
し

て
い

る
。

・
各

学
年

の
冒

頭
に

は
、

前
学

年
で

学
ん

だ
こ

と
（
３

年
生

は
「
生

活
科

で
学

ん
だ

こ
と

」
）
と

当
該

学
年

で
学

ぶ
こ

と
を

掲
載

し
て

い
る

。
ま

た
、

各
学

年
の

巻
末

に
は

、
当

該
学

年
で

学
ん

だ
こ

と
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
各

単
元

の
見

開
き

ペ
ー

ジ
に

、
「
本

時
の

め
あ

て
」
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
実

社
会

で
働

く
人

々
の

姿
及

び
実

際
の

活
動

場
面

の
写

真
を

示
し

た
り

、
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
同

士
で

話
し

合
う

活
動

の
様

子
を

示
し

た
り

し
て

い
る

。

・
各

学
年

の
巻

頭
に

「
社

会
科

の
学

習
の

進
め

方
」
を

設
定

し
、

単
元

に
お

け
る

基
本

的
な

学
習

の
進

め
方

に
つ

い
て

示
し

て
い

る
。

ま
た

、
「
学

習
を

ふ
り

返
ろ

う
」
を

設
定

し
、

追
究

過
程

を
ふ

り
返

る
視

点
を

示
し

て
い

る
。

・
社

会
的

事
象

の
見

方
・
考

え
方

に
つ

い
て

は
、

「
社

会
科

の
学

習
の

進
め

方
」
の

中
に

「
社

会
科

の
見

方
や

考
え

方
」
を

設
定

し
、

「
時

期
や

変
化

」
、

「
場

所
や

広
が

り
」
、

「
く
ふ

う
や

関
わ

り
」
、

「
比

べ
る

」
、

「
関

連
づ

け
る

」
、

「
総

合
す

る
」
に

つ
い

て
説

明
し

て
い

る
。

・
各

学
年

の
冒

頭
に

は
、

前
学

年
で

学
ん

だ
こ

と
（
３

年
生

は
「
生

活
科

を
ふ

り
返

ろ
う

」
）
を

掲
載

し
て

い
る

。
ま

た
、

各
学

年
の

巻
末

に
は

、
当

該
学

年
で

学
ん

だ
こ

と
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
「
つ

か
む

」
、

「
調

べ
る

」
の

ペ
ー

ジ
に

は
、

「
こ

の
時

間
の

問
い

」
と

「
次

に
つ

な
げ

よ
う

」
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
同

士
で

学
習

問
題

に
つ

い
て

予
想

し
た

り
、

学
習

し
た

こ
と

を
ま

と
め

た
り

す
る

場
面

や
、

社
会

に
参

画
し

て
い

る
人

々
の

話
、

実
際

の
活

動
場

面
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
社

会
的

事
象

の
見

方
・
考

え
方

に
つ

い
て

は
、

各
学

年
巻

頭
の

「
教

科
書

の
中

の
い

ろ
い

ろ
な

コ
ー

ナ
ー

」
に

、
「
見

方
・
考

え
方

コ
ー

ナ
ー

」
を

設
定

し
、

「
空

間
」
、

「
時

間
」
や

「
関

係
」
と

い
っ

た
キ

ー
ワ

ー
ド

を
用

い
て

説
明

し
て

い
る

。
・
各

単
元

の
見

開
き

ペ
ー

ジ
に

、
「
わ

た
し

（
た

ち
）
の

疑
問

」
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
各

学
年

の
冒

頭
に

は
、

「
社

会
科

の
学

習
で

た
い

せ
つ

な
こ

と
」
を

掲
載

し
て

い
る

。
第

４
学

年
、

第
５

学
年

及
び

第
６

学
年

で
は

、
前

学
年

ま
で

に
学

ん
だ

こ
と

や
当

該
学

年
で

学
ぶ

こ
と

を
示

し
て

い
る

。
ま

た
、

第
３

学
年

で
は

、
当

該
学

年
で

学
ぶ

こ
と

を
示

し
て

い
る

。
・
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
同

士
で

学
習

し
た

こ
と

を
振

り
返

っ
て

い
る

場
面

や
、

実
社

会
で

働
く
人

々
の

話
、

実
際

の
活

動
場

面
の

写
真

を
掲

載
し

て
い

る
。

  
  
  
項

目

発
行

者

ア
　

冊
子

の
  
  
 構

成
イ

　
学

習
過

程
ウ

　
学

習
活

動
エ

　
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
の

実
現

に
向

け
た

工
夫

オ
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
視

 点
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１  調査の対象となる教科書の冊数と発行者 

冊 数 発  行  者 

２冊 東書、帝国 

２ 学習指導要領における教科・学年の目標等 
【社会科の目標】 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際社会

に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育

成することを目指す。 

(1) 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文化を通して

社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に

付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力

を養う。 

(3) 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに、多角的な

思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に

対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さにつ

いての自覚などを養う。 

【学年の目標】 

〔第３学年〕 

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。 

(1) 身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と消費生活の様子、地

域の様子の移り変わりについて、人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各

種の具体的資料を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地

域社会の一員としての自覚を養う。 

〔第４学年〕 

 社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。 

(1) 自分たちの都道府県の地理的環境の特色、地域の人々の健康と生活環境を支える働きや自然災害から地域

の安全を守るための諸活動、地域の伝統と文化や地域の発展に尽くした先人の働きなどについて、人々の生

活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各種の具体的資料を通して、必要な情報を調

べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地

域社会の一員としての自覚を養う。 

〔第５学年〕 

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。 

(1) 我が国の国土の地理的環境の特色や産業の現状、社会の情報化と産業の関わりについて、国民生活との関

連を踏まえて理解するとともに、地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調

べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者

冊 数 発 行 者

２冊 東書、帝国

２ 学習指導要領における教科・学年の目標等
【社会科の目標】

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際社会

に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育

成することを目指す。

(1) 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文化を通して

社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に

付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力

を養う。

(3) 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに、多角的な

思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に

対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さにつ

いての自覚などを養う。

【学年の目標】

〔第３学年〕

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。

(1) 身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と消費生活の様子、地

域の様子の移り変わりについて、人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各

種の具体的資料を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地

域社会の一員としての自覚を養う。

〔第４学年〕

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。

(1) 自分たちの都道府県の地理的環境の特色、地域の人々の健康と生活環境を支える働きや自然災害から地域

の安全を守るための諸活動、地域の伝統と文化や地域の発展に尽くした先人の働きなどについて、人々の生

活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各種の具体的資料を通して、必要な情報を調

べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地

域社会の一員としての自覚を養う。

〔第５学年〕

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。

(1) 我が国の国土の地理的環境の特色や産業の現状、社会の情報化と産業の関わりについて、国民生活との関

連を踏まえて理解するとともに、地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調

べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基

地図 に議論したりする力を養う。 

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の国土に対する愛

情、我が国の産業の発展を願い我が国の将来を担う国民としての自覚を養う。 

〔第６学年〕 

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。 

(1) 我が国の政治の考え方と仕組みや働き、国家及び社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化

遺産、我が国と関係の深い国の生活やグローバル化する国際社会における我が国の役割について理解すると

ともに、地図帳や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調べまとめる技能を

身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基

に議論したりする力を養う。 

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、多角的な思考や理解を通して、我が国の歴史や伝統を大

切にして国を愛する心情、我が国の将来を担う国民としての自覚や平和を願う日本人として世界の国々の

人々と共に生きることの大切さについての自覚を養う。 

【参考：小学校学習指導要領解説社会編「第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ２ 内容の取扱

いについての配慮事項」から（抜粋）】 

(2)  学校図書館や公共図書館，コンピュータなどを活用して，情報の収集やまとめなどを行うようにす

ること。また，全ての学年において，地図帳を活用すること。 

＜ 略 ＞ 

また，第３学年から給与される地図帳は，地図を効果的に活用することにより，位置や空間的な広

がりに着目して社会的事象を捉える見方・考え方を養うことができる教材である。地図帳について

は，日常の指導の中で，折に触れて，地図の見方や地図帳の索引の引き方，統計資料の活用の仕方な

どを指導し，地図帳を自由自在に活用できる知識や技能を身に付けるようにすることが大切である。

また，地図帳を日常的に活用し，地図帳への親しみをもち，問題解決のための教材として効果的に活

技用する能や意欲を育てるようにする。 

地図帳は，第３学年から第６学年までの各学年で使用されるものであるが，特に第３学年の使い始

めにおいては，地図帳の内容構成を理解できるようにする。 

また，地図帳は，社会科の学習だけでなく，他の教科等の学習や家庭などにおいても活用すること

が大切であることを指導するようにする。 

３ 教科書の調査研究 
（１） 内容 

ア 調査研究の総括表 （調査結果は「別紙１」） 

調査研究事項（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位 

ａ  地図の基礎知識 各学年の目標(1) 個、箇所 

ｂ  地図等の種類 Ⅰ 各学年の目標(1) 個 

ｃ  地図等の種類 Ⅱ 各学年の目標(1) 個 

ｄ  地図の活用(日本と世界) 各学年の目標(1) 箇所 

ｅ  目的別資料図 各学年の目標(1) 箇所 

ｆ  写真・統計資料等 各学年の目標(1) 箇所 

ｇ 発展的な内容を取り上げている箇所 小学校学習指導要領 

第１章総則 

箇所 
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者

冊 数 発 行 者

２冊 東書、帝国

２ 学習指導要領における教科・学年の目標等
【社会科の目標】

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グローバル化する国際社会

に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育

成することを目指す。

(1) 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史や伝統と文化を通して

社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に

付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力

を養う。

(3) 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養うとともに、多角的な

思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に

対する愛情、我が国の将来を担う国民としての自覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さにつ

いての自覚などを養う。

【学年の目標】

〔第３学年〕

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。

(1) 身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と消費生活の様子、地

域の様子の移り変わりについて、人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各

種の具体的資料を通して、必要な情報を調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地

域社会の一員としての自覚を養う。

〔第４学年〕

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。

(1) 自分たちの都道府県の地理的環境の特色、地域の人々の健康と生活環境を支える働きや自然災害から地域

の安全を守るための諸活動、地域の伝統と文化や地域の発展に尽くした先人の働きなどについて、人々の生

活との関連を踏まえて理解するとともに、調査活動、地図帳や各種の具体的資料を通して、必要な情報を調

べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に向けて社

会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養う。

(3) 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を考え学習したこと

を社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地

域社会の一員としての自覚を養う。

〔第５学年〕

社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・能力を育成

することを目指す。

(1) 我が国の国土の地理的環境の特色や産業の現状、社会の情報化と産業の関わりについて、国民生活との関

連を踏まえて理解するとともに、地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を通して、情報を適切に調

べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会に見られる課題を把握して、その解決に

向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基
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イ 調査項目の具体的な内容 

① 教科書の特徴をより明確にするため、具体的に調査研究する事項

調査研究事項のｅとｆの関連で、次の事項について具体的に調査研究する。（調査結果は

「別紙２」） 

ｅ 目的別資料図の内容 

ｆ 写真・統計資料等の内容 

＜その他＞ 

＊1 我が国の位置と領土の扱い（調査結果は「別紙２－１」） 

＊2 北朝鮮による拉致問題の扱い（調査結果は「別紙２－２」） 

② 調査対象事項を設定した理由等

・ 社会科の目標では、「様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身

に付けるようにする」ことが示されている。具体的には、「社会的事象について調べまとめ

る技能」として、情報を収集する技能、情報を読み取る技能、情報をまとめる技能などが示

されており、資料の特性等に応じた指導を繰り返し行うことで、児童が身に付けるようにし

ていくことが大切である。地図帳をその特性等に応じて活用するに当たっては、地図だけで

なく、目的別資料図や写真・統計資料等の資料を活用することも重要である。そのため、具

体的な内容について調査する。（ｅ、ｆ） 

＜その他＞ 

・ 我が国の位置と領土の扱いについては、小学校学習指導要領に基づき、正しく理解できる

ようにするため、その扱いについて調査する。（＊1） 

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の

育成」を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童が人権尊重の理念を正しく理解できる

ようにするため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて、調査する。（＊2） 

③ 調査の方法

ｅ 目的別資料図について、記載されている内容を整理する。 

ｆ 写真・統計資料等について、記載されている内容を整理する。 

 ＜その他＞ 

＊1 我が国の位置と領土について取り上げている記述の概要を調査する。 

＊2 北朝鮮による拉致問題について取り上げている記述の概要を調査する。 

＜ 調査の結果、＊2 については記載の無いことを確認した。＞ 

（２） 構成上の工夫（調査結果は「別紙３」） 

�　以下の観点について、箇条書きで記載する。

ア　地図帳の活用について 

イ　ユニバーサルデザインの視点 

ウ　デジタルコンテンツの扱い 
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イ 調査項目の具体的な内容

① 教科書の特徴をより明確にするため、具体的に調査研究する事項

調査研究事項のｅとｆの関連で、次の事項について具体的に調査研究する。（調査結果は

「別紙２」）

ｅ 目的別資料図の内容

ｆ 写真・統計資料等の内容

＜その他＞

＊1 我が国の位置と領土の扱い（調査結果は「別紙２－１」）

＊2 北朝鮮による拉致問題の扱い（調査結果は「別紙２－２」）

② 調査対象事項を設定した理由等

・ 社会科の目標では、「様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身

に付けるようにする」ことが示されている。具体的には、「社会的事象について調べまとめ

る技能」として、情報を収集する技能、情報を読み取る技能、情報をまとめる技能などが示

されており、資料の特性等に応じた指導を繰り返し行うことで、児童が身に付けるようにし

ていくことが大切である。地図帳をその特性等に応じて活用するに当たっては、地図だけで

なく、目的別資料図や写真・統計資料等の資料を活用することも重要である。そのため、具

体的な内容について調査する。（ｅ、ｆ）

＜その他＞

・ 我が国の位置と領土の扱いについては、小学校学習指導要領に基づき、正しく理解できる

ようにするため、その扱いについて調査する。（＊1）

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の

育成」を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童が人権尊重の理念を正しく理解できる

ようにするため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて、調査する。（＊2）

③ 調査の方法

ｅ 目的別資料図について、記載されている内容を整理する。

ｆ 写真・統計資料等について、記載されている内容を整理する。

＜その他＞

＊1 我が国の位置と領土について取り上げている記述の概要を調査する。

＊2 北朝鮮による拉致問題について取り上げている記述の概要を調査する。

＜ 調査の結果、＊2 については記載の無いことを確認した。＞

（２） 構成上の工夫（調査結果は「別紙３」）

以下の観点について、箇条書きで記載する。

ア 地図帳の活用について

イ ユニバーサルデザインの視点

ウ デジタルコンテンツの扱い

「
別

紙
１

」
　

【
（

１
）

内
容

　
ア

　
調

査
研

究
の

総
括

表
】
　
（
小
学
校
　
地
図
）

地 図 記 号 の 数

地 球 儀 取 扱 箇 所

平 面 図 の 数

鳥 瞰 図 の 数

絵 地 図 の 数

断 面 図 の 数

行 政 区 分 図 等 の 数

土 地 利 用 図 の 数

用 途 別 地 図 の 数

地 形 図 の 数

日 本 地 図 の 数

世 界 地 図 の 数

索 引 に 掲 載 さ れ て い る 日 本 の 地 名 数

索 引 に 掲 載 さ れ て い る 世 界 の 地 名 数

国 土 利 用 ・ 自 然 ・ 環 境

人 口 ・ 交 通 ・ 貿 易

農 林 水 産 業

鉱 工 業

防 災
日 本 の 歴 史

そ の 他 （ 自 然 災 害 含 む ）

写 真
表 ・ グ ラ フ

分 布 図

平
均
値

1
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.
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6
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9
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1
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.
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1
.
5

1
0
.
5

3
0
.
0

3
7
.
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2
8
.
0

8
4
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0

2
0
.
0

2
1
6
1
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4
3
4
.
0

1
1
.
5

3
.
0
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.
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2
.
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5
.
0

7
.
0

4
.
5

6
5
.
5

1
6
.
5

1
1
.
0

0
.
0

【
地

図
の
数
え
方
等
】

 
※

　
表
中
の
平
均
値
は
、
項
目
ご
と
の
各
発
行
者
の
平
均
を
小
数

第
二

位
で

四
捨

五
入

し
た

値
を

示
し

て
い

る
。

 
※

　
地
図
の
総
数
は
、
東
書
が
9
1
、
帝
国
が
1
2
5
で
あ
る
。

 
※

　
位
置
を
示
す
た
め
の
小
さ
な
地
図
は
、
数
に
入
れ
て
い
な
い

。

 
※

　
a
の
地
図
記
号
に

つ
い
て
は
、
「
お
も
な
地
図
記
号
（
東

書
Ｐ

1
1
）

」
及

び
「

こ
の

地
図

帳
の

地
図

記
号

（
東

書
Ｐ

1
3
）

」
、

　
　

「
学
校
の
ま
わ
り

の
地
図
(
帝
国
Ｐ
1
3
）
」
及
び
「
記
号
に
注

目
し

よ
う

(
帝

国
Ｐ

1
5
)
」

に
示

さ
れ

て
い

る
記

号
の

数
を

数
え

た
。

 
※

 
 
c
に
つ
い
て
は
、

一
つ
の
地
図
か
ら
土
地
利
用
図
と
地
形

図
の

両
方

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
地

図
が

あ
る

。
そ

の
場

合
は

、
土

地
利
用

図
と

し
て

数
え

た
。

 
※

　
d
の
日
本
の
地
名

数
と
世
界
の
地
名
数
に
つ
い
て
は
、
索

引
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
数

を
数

え
た

。

 
※

　
e
に
つ
い
て
は
、

写
真
、
表
及
び
グ
ラ
フ
は
、
数
に
入
れ

て
い

な
い

。
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6
3

1
3

4
6

4
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1
7

9
4

2
0

2
1
3
2

3
9
7

1
4

3

4
6
9

9
9

0

帝
国

1
3
9

6
1
0
5

1
7

1
1

2
5

3
9

7
0

2
1

2
1
9
1

4
7
1

9
3

2
2

1

ｆ
　

写
真

・
統

計
資

料
等

ｇ 発 展 的 な 内 容 を 取 り 上 げ て い る 箇 所

東
書

1
7
0

6
8
8

4
0

1
3

1
4

 
 
 
 
項

目

発
行
者

　
地
図
の

　
基
礎
知
識

ｂ
　
地
図
等
の
種
類
 
Ⅰ

ｃ
　

地
図

等
の

種
類

　
Ⅱ

ｄ
　

地
図

の
活

用
（

日
本

と
世

界
）

ｅ
　

目
的

別
資

料
図

ａ
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イ 調査項目の具体的な内容

① 教科書の特徴をより明確にするため、具体的に調査研究する事項

調査研究事項のｅとｆの関連で、次の事項について具体的に調査研究する。（調査結果は

「別紙２」）

ｅ 目的別資料図の内容

ｆ 写真・統計資料等の内容

＜その他＞

＊1 我が国の位置と領土の扱い（調査結果は「別紙２－１」）

＊2 北朝鮮による拉致問題の扱い（調査結果は「別紙２－２」）

② 調査対象事項を設定した理由等

・ 社会科の目標では、「様々な資料や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身

に付けるようにする」ことが示されている。具体的には、「社会的事象について調べまとめ

る技能」として、情報を収集する技能、情報を読み取る技能、情報をまとめる技能などが示

されており、資料の特性等に応じた指導を繰り返し行うことで、児童が身に付けるようにし

ていくことが大切である。地図帳をその特性等に応じて活用するに当たっては、地図だけで

なく、目的別資料図や写真・統計資料等の資料を活用することも重要である。そのため、具

体的な内容について調査する。（ｅ、ｆ）

＜その他＞

・ 我が国の位置と領土の扱いについては、小学校学習指導要領に基づき、正しく理解できる

ようにするため、その扱いについて調査する。（＊1）

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の

育成」を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童が人権尊重の理念を正しく理解できる

ようにするため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて、調査する。（＊2）

③ 調査の方法

ｅ 目的別資料図について、記載されている内容を整理する。

ｆ 写真・統計資料等について、記載されている内容を整理する。

＜その他＞

＊1 我が国の位置と領土について取り上げている記述の概要を調査する。

＊2 北朝鮮による拉致問題について取り上げている記述の概要を調査する。

＜ 調査の結果、＊2 については記載の無いことを確認した。＞

（２） 構成上の工夫（調査結果は「別紙３」）

� 以下の観点について、箇条書きで記載する。

ア 地図帳の活用について

イ ユニバーサルデザインの視点

ウ デジタルコンテンツの扱い
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「
別

紙
２

」
　

【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

　
】
　

　
（
小

学
校

　
地

図
）

国
土

利
用

・
自

然
・
環

境
人

口
・
交

通
・
貿

易
農

林
水

産
業

鉱
工

業
防

災
日

本
の

歴
史

そ
の

他
（
自

然
災

害
含

む
）

東
書

・
日

本
の

年
平

均
降

水
量

と
海

流
・
地

形
の

様
子

・
日

本
の

地
形

・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

山
・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

川
・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

湖
・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

島
・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

高
い

建
物

・
世

界
の

州
と

お
も

な
海

洋
の

広
さ

・
東

京
の

2
3
区

・
東

京
の

地
下

（
新

宿
三

丁
目

駅
付

近
）

・
お

も
な

国
や

地
域

と
の

貿
易

額
2
0
1
6
年

・
お

も
な

漁
港

と
水

産
物

・
土

地
の

利
用

と
お

も
な

農
産

物

・
自

動
車

工
場

と
関

連
工

場
の

分
布

・
日

本
の

工
業

の
分

布

・
自

然
災

害
に

そ
な

え
て

・
京

都
市

中
心

部
・
斑

鳩
町

付
近

・
奈

良
市

中
心

部
・
８

世
紀

ご
ろ

の
日

本
と

ア
ジ

ア
・
1
3
世

紀
後

半
（
元

の
時

代
）
の

ユ
ー

ラ
シ

ア ・
1
6
世

紀
ご

ろ
（
大

航
海

時
代

）
の

世
界

・
1
9
世

紀
後

半
の

世
界

（
黒

船
来

航
の

こ
ろ

）
・
明

治
初

期
に

確
定

し
た

日
本

の
領

土
・
2
0
世

紀
前

半
の

世
界

（
昭

和
の

初
め

ご
ろ

）
・
第

二
次

世
界

大
戦

後
の

日
本

の
領

域
・
む

か
し

の
国

・
ア

フ
リ

カ
に

生
息

す
る

お
も

な
動

物
た

ち
・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
・
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

し
た

台
風

の
進

路
・
日

本
の

自
然

災
害

帝
国

・
さ

ま
ざ

ま
な

地
形

・
地

形
の

よ
う

す
・
日

本
の

お
も

な
山

の
高

さ
・
日

本
の

お
も

な
川

の
長

さ
・
日

本
の

お
も

な
湖

の
広

さ
と

深
さ

・
世

界
の

お
も

な
山

の
高

さ
・
世

界
の

お
も

な
川

の
長

さ
・
世

界
の

お
も

な
湖

の
広

さ
と

深
さ

・
１

月
の

気
温

（
気

象
庁

の
観

測
所

で
観

測
し

た
数

値
で

、
1
9
8
1
〜

2
0
1
0
年

の
平

均
値

）
・
１

月
の

降
水

量
（
気

象
庁

の
観

測
所

で
観

測
し

た
数

値
で

、
1
9
8
1
〜

2
0
1
0
年

の
平

均
値

）
・
８

月
の

気
温

（
気

象
庁

の
観

測
所

で
観

測
し

た
数

値
で

、
1
9
8
1
〜

2
0
1
0
年

の
平

均
値

）
・
８

月
の

降
水

量
（
気

象
庁

の
観

測
所

で
観

測
し

た
数

値
で

、
1
9
8
1
〜

2
0
1
0
年

の
平

均
値

）
・
冬

の
季

節
風

・
夏

の
季

節
風

・
日

本
の

航
空

路
・
日

本
の

お
も

な
輸

入
相

手
国

・
地

域
（
2
0
1
6
年

）
・
日

本
の

お
も

な
輸

出
相

手
国

・
地

域
（
2
0
1
6
年

）

・
地

下
ダ

ム
に

よ
る

沖
縄

県
糸

満
市

の
農

業
・
気

仙
沼

付
近

の
漁

業
の

よ
う

す
・
高

地
の

く
ら

し
−

八
ヶ

岳
山

ろ
く
の

野
菜

づ
く
り

 -
2
0
1
8

年
-

・
農

業
の

よ
う

す
・
土

地
利

用
の

お
も

な
農

産
物

の
産

地
・
各

地
の

水
産

業

・
自

動
車

産
業

の
さ

か
ん

な
愛

知
県

・
工

業
の

分
布

・
洪

水
へ

の
備

え
−

濃
尾

平
野

の
輪

中
−

・
札

幌
市

中
心

部
−

雪
の

多
い

都
市

の
工

夫
−

・
さ

ま
ざ

ま
な

防
災

へ
の

取
り

組
み

・
地

下
調

節
池

の
分

布
・
地

下
調

節
池

の
し

く
み

・
徳

島
県

に
残

る
地

震
・
津

波
の

碑
・
兵

庫
県

南
部

地
震

の
被

害
と

防
災

拠
点

・
災

害
に

備
え

た
学

校
（
神

戸
市

立
本

庄
小

学
校

）
・
防

災
マ

ッ
プ

づ
く
り

・
広

島
市

の
よ

う
す

・
日

本
の

昔
の

境
界

と
世

界
文

化
遺

産
・
鎌

倉
の

よ
う

す

・
日

本
で

起
き

た
お

も
な

自
然

災
害 ・
お

も
な

台
風

の
進

路
・
世

界
の

地
震

の
分

布
・
さ

ま
ざ

ま
な

自
然

災
害

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

発
行

者
e
　

目
的

別
資

料
図

の
内

容
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「
別
紙
２
」
　
【
　
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
】
　
　
（
小
学
校
　
地
図
）

表
・
グ
ラ
フ

分
布
図

発
行
者

・
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道

・
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観

・
平
泉
−
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び

考
古
学
的
遺
跡
群

・
富
士
山
−
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉

・
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群

・
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
製
鉄
・
製
鋼

・
造
船
・
石
炭
産
業

・
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
作
品
−
近
代
建
築
運
動

へ
の
顕
著
な
貢
献

・
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

・
屋
久
島

・
白
神
山
地

・
知
床

・
小
笠
原
諸
島

・
北
ア
ル
プ
ス
（
飛
騨
山
脈
）
の
山
々

・
シ
ャ
ン
ハ
イ
（
中
国
）
の
高
層
ビ
ル
群

・
火
山
の
噴
火

・
地
震
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災

・
洪
水
　
関
東
・
東
北
豪
雨

・
土
砂
災
害
　
九
州
北
部
豪
雨

・
雪
の
被
害
　
平
成
2
9
〜
3
0
年
の
大
雪

・
津
波
　
東
日
本
大
震
災

・
津
波
が
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う
場
所
を
示
す
石
碑

・
日
本
の
国
土
の
統
計
（
平
成
2
9
年
度
理
科
年
表
ほ
か
）

・
雨
温
図
（
1
9
8
1
〜
2
0
1
0
年
の
平
均
値
−
気
象
庁
資
料
ほ
か
−
）

・
お
も
な
国
や
地
域
と
の
貿
易
額
2
0
1
6
年
（
財
務
省
貿
易
統
計
ほ
か
）

・
日
本
の
貿
易
相
手
国
・
地
域
2
0
1
6
年
（
財
務
省
貿
易
統
計
）

・
日
本
の
輸
出
品
と
輸
入
品
2
0
1
6
年
（
財
務
省
貿
易
統
計
）

・
日
本
各
地
の
気
温
と
降
水
量
（
1
9
8
1
～
2
0
1
0
年
の
平
均
値
）
（
平
成
3
0
年
理
科
年
表
）

・
日
本
の
都
道
府
県
の
統
計
（
総
務
省
資
料
、
生
産
農
業
所
得
統
計
、
経
済
セ
ン
サ
ス
ほ
か
に
よ
る
）

・
世
界
の
お
も
な
国
の
統
計
（
外
務
省
資
料
、
財
務
省
貿
易
統
計
、
国
際
連
合
資
料
ほ
か
に
よ
る
）

・
地
球
の
総
面
積
（
理
科
年
表
　
平
成
3
0
年
ほ
か
）

・
自
動
車
工
場
と
関
連
工
場
の
分
布

・
お
も
な
漁
港
と
水
産
物

・
土
地
の
利
用
と
お
も
な
農
産
物

・
日
本
の
工
業
の
分
布

・
日
本
の
貿
易

・
日
本
の
歴
史
と
文
化
—
日
本
の
世
界
遺
産
－

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

・
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
の
進
路
（
理
科
年
表
　
平

成
3
0
年
）

・
日
本
の
自
然
災
害
（
理
科
年
表
　
平
成
3
0
年
ほ
か
）

東
書

f　
写
真
・
統
計
資
料
等
の
内
容

写
真

・
北
の
端
　
①
択
捉
島

・
西
の
端
　
②
与
那
国
島

・
東
の
端
　
③
南
鳥
島

・
南
の
端
　
④
沖
ノ
鳥
島

・
ひ
め
ゆ
り
の
塔

・
万
座
毛

・
さ
と
う
き
び
畑

・
尖
閣
諸
島

・
竹
島

・
大
阪
国
際
空
港

・
新
東
名
高
速
道
路

・
貨
客
船
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」

・
新
幹
線
「
は
や
ぶ
さ
」
号

・
金
閣

・
銀
閣

・
東
大
寺
の
大
仏

・
新
宿
の
高
層
ビ
ル
群
と
富
士
山

・
東
京
タ
ワ
ー
と
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

・
地
球
儀
を
ま
わ
し
て
み
よ
う

・
方
位
を
調
べ
よ
う

・
き
ょ
り
を
調
べ
よ
う

・
大
き
さ
、
形
を
調
べ
よ
う

・
旧
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台

・
パ
ン
ダ
（
中
国
）

・
ア
メ
リ
カ
バ
イ
ソ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）

・
コ
ア
ラ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

・
コ
ン
ド
ル
（
ペ
ル
ー
）

・
フ
ラ
ン
ス
　
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
　
ウ
ィ
ン
ナ
ー
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル

・
ス
ペ
イ
ン
　
パ
エ
リ
ア

・
イ
タ
リ
ア
　
ピ
ザ
や
パ
ス
タ

・
ト
ル
コ
　
ド
ネ
ル
・
ケ
バ
ブ

・
中
国
　
マ
ー
ボ
ー
豆
腐

・
フ
ィ
ジ
ー
　
ロ
ボ

・
メ
キ
シ
コ
　
タ
コ
ス

・
ハ
ワ
イ
の
海
岸

・
海
面
が
上
昇
し
た
海
岸

・
自
動
車
の
積
み
出
し
港

・
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物

・
姫
路
城

・
古
都
京
都
の
文
化
財

・
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落

・
原
爆
ド
ー
ム

・
厳
島
神
社

・
古
都
奈
良
の
文
化
財

・
日
光
の
社
寺

・
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
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「
別

紙
２

」
　

【
　

（
１

）
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

　
】
　

　
（
小

学
校

　
地

図
）

国
土

利
用

・
自

然
・
環

境
人

口
・
交

通
・
貿

易
農

林
水

産
業

鉱
工

業
防

災
日

本
の

歴
史

そ
の

他
（
自

然
災

害
含

む
）

東
書

・
日

本
の

年
平

均
降

水
量

と
海

流
・
地

形
の

様
子

・
日

本
の

地
形

・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

山
・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

川
・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

湖
・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

島
・
日

本
と

世
界

の
お

も
な

高
い

建
物

・
世

界
の

州
と

お
も

な
海

洋
の

広
さ

・
東

京
の

2
3
区

・
東

京
の

地
下

（
新

宿
三

丁
目

駅
付

近
）

・
お

も
な

国
や

地
域

と
の

貿
易

額
2
0
1
6
年

・
お

も
な

漁
港

と
水

産
物

・
土

地
の

利
用

と
お

も
な

農
産

物

・
自

動
車

工
場

と
関

連
工

場
の

分
布

・
日

本
の

工
業

の
分

布

・
自

然
災

害
に

そ
な

え
て

・
京

都
市

中
心

部
・
斑

鳩
町

付
近

・
奈

良
市

中
心

部
・
８

世
紀

ご
ろ

の
日

本
と

ア
ジ

ア
・
1
3
世

紀
後

半
（
元

の
時

代
）
の

ユ
ー

ラ
シ

ア ・
1
6
世

紀
ご

ろ
（
大

航
海

時
代

）
の

世
界

・
1
9
世

紀
後

半
の

世
界

（
黒

船
来

航
の

こ
ろ

）
・
明

治
初

期
に

確
定

し
た

日
本

の
領

土
・
2
0
世

紀
前

半
の

世
界

（
昭

和
の

初
め

ご
ろ

）
・
第

二
次

世
界

大
戦

後
の

日
本

の
領

域
・
む

か
し

の
国

・
ア

フ
リ

カ
に

生
息

す
る

お
も

な
動

物
た

ち
・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

ワ
ー

ル
ド

カ
ッ

プ
・
大

き
な

被
害

を
も

た
ら

し
た

台
風

の
進

路
・
日

本
の

自
然

災
害

帝
国

・
さ

ま
ざ

ま
な

地
形

・
地

形
の

よ
う

す
・
日

本
の

お
も

な
山

の
高

さ
・
日

本
の

お
も

な
川

の
長

さ
・
日

本
の

お
も

な
湖

の
広

さ
と

深
さ

・
世

界
の

お
も

な
山

の
高

さ
・
世

界
の

お
も

な
川

の
長

さ
・
世

界
の

お
も

な
湖

の
広

さ
と

深
さ

・
１

月
の

気
温

（
気

象
庁

の
観

測
所

で
観

測
し

た
数

値
で

、
1
9
8
1
〜

2
0
1
0
年

の
平

均
値

）
・
１

月
の

降
水

量
（
気

象
庁

の
観

測
所

で
観

測
し

た
数

値
で

、
1
9
8
1
〜

2
0
1
0
年

の
平

均
値

）
・
８

月
の

気
温

（
気

象
庁

の
観

測
所

で
観

測
し

た
数

値
で

、
1
9
8
1
〜

2
0
1
0
年

の
平

均
値

）
・
８

月
の

降
水

量
（
気

象
庁

の
観

測
所

で
観

測
し

た
数

値
で

、
1
9
8
1
〜

2
0
1
0
年

の
平

均
値

）
・
冬

の
季

節
風

・
夏

の
季

節
風

・
日

本
の

航
空

路
・
日

本
の

お
も

な
輸

入
相

手
国

・
地

域
（
2
0
1
6
年

）
・
日

本
の

お
も

な
輸

出
相

手
国

・
地

域
（
2
0
1
6
年

）

・
地

下
ダ

ム
に

よ
る

沖
縄

県
糸

満
市

の
農

業
・
気

仙
沼

付
近

の
漁

業
の

よ
う

す
・
高

地
の

く
ら

し
−

八
ヶ

岳
山

ろ
く
の

野
菜

づ
く
り

 -
2
0
1
8

年
-

・
農

業
の

よ
う

す
・
土

地
利

用
の

お
も

な
農

産
物

の
産

地
・
各

地
の

水
産

業

・
自

動
車

産
業

の
さ

か
ん

な
愛

知
県

・
工

業
の

分
布

・
洪

水
へ

の
備

え
−

濃
尾

平
野

の
輪

中
−

・
札

幌
市

中
心

部
−

雪
の

多
い

都
市

の
工

夫
−

・
さ

ま
ざ

ま
な

防
災

へ
の

取
り

組
み

・
地

下
調

節
池

の
分

布
・
地

下
調

節
池

の
し

く
み

・
徳

島
県

に
残

る
地

震
・
津

波
の

碑
・
兵

庫
県

南
部

地
震

の
被

害
と

防
災

拠
点

・
災

害
に

備
え

た
学

校
（
神

戸
市

立
本

庄
小

学
校

）
・
防

災
マ

ッ
プ

づ
く
り

・
広

島
市

の
よ

う
す

・
日

本
の

昔
の

境
界

と
世

界
文

化
遺

産
・
鎌

倉
の

よ
う

す

・
日

本
で

起
き

た
お

も
な

自
然

災
害 ・
お

も
な

台
風

の
進

路
・
世

界
の

地
震

の
分

布
・
さ

ま
ざ

ま
な

自
然

災
害

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

発
行

者
e
　

目
的

別
資

料
図

の
内

容
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「
別
紙
２
」
　
【
　
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
】
　
　
（
小
学
校
　
地
図
）

表
・
グ
ラ
フ

分
布
図

発
行
者

f　
写
真
・
統
計
資
料
等
の
内
容

写
真

帝
国

・
真
横
か
ら
見
た
学
校

・
な
な
め
上
か
ら
見
た
学
校

・
真
上
か
ら
見
た
学
校

・
果
物
の
畑
が
多
い
と
こ
ろ

・
野
菜
な
ど
の
畑
が
多
い
と
こ
ろ

・
ビ
ル
や
家
が
多
い
と
こ
ろ

・
田
ん
ぼ
が
多
い
と
こ
ろ

・
北
方
領
土

・
竹
島

・
尖
閣
諸
島

・
北
端
−
択
捉
島
−

・
西
端
−
与
那
国
島
−

・
南
端
−
沖
ノ
鳥
島
−

・
東
端
−
南
鳥
島
−

・
奈
良
公
園
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
（
2
0
1
3
年
）

・
空
か
ら
見
た
京
都
市
中
心
部
（
2
0
1
6
年
）

・
地
球
儀
を
使
お
う
（
方
位
を
調
べ
る
、
き
ょ
り
を
調
べ

る
、
面
積
、
形
を
調
べ
る
）

・
今
日
は
お
店
の
カ
レ
ー
〔
イ
ン
ド
〕

・
サ
ン
タ
さ
ん
、
暑
く
な
い
？
〔
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〕

・
今
は
お
祈
り
の
時
間
〔
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
〕

・
は
し
を
使
っ
て
食
べ
る
よ
〔
中
華
人
民
共
和
国
〕

・
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
　
ア
ラ
イ
ク
ム
！
〔
エ
ジ
プ
ト
〕

・
こ
れ
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
る
よ
〔
ガ
ー
ナ
〕

・
寒
い
け
ど
、
外
で
遊
び
た
い
！
〔
ロ
シ
ア
連
邦
〕

・
チ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
！
〔
オ
ラ
ン
ダ
〕

・
パ
ス
タ
大
好
き
！
〔
イ
タ
リ
ア
〕

・
将
来
の
夢
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
！
〔
ブ
ラ
ジ
ル
〕

・
生
活
に
欠
か
せ
な
い
動
物
だ
よ
〔
ペ
ル
ー
〕

・
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
が
見
え
た
！
〔
カ
ナ
ダ
〕

・
今
日
の
お
昼
は
こ
れ
に
決
め
た
！
〔
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
〕

・
日
本
に
友
だ
ち
が
い
る
ん
だ
〔
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
〕

・
地
震
時
の
消
防
隊
に
よ
る
救
助
活
動

・
火
山
灰
や
岩
石
が
降
り
積
も
っ
た
御
嶽
山
−

・
大
雪
の
影
響
で
渋
滞
す
る
道
路

・
水
害
時
の
自
衛
隊
に
よ
る
救
助
活
動

・
津
波
に
よ
る
被
害

・
神
田
川
・
環
状
七
号
線
地
下
調
節
池

・
過
去
２
回
の
津
波
の
高
さ
を
示
し
た
碑

・
み
か
ん
の
収
穫

・
さ
ん
ま
の
水
あ
げ

・
港
に
面
し
た
工
業
地
域

・
名
古
屋
港
で
の
自
動
車
の
輸
出

・
国
内
外
の
多
く
の
空
港
と
結
ば
れ
る
東
京
国
際
（
羽

田
）
空
港

・
東
京
を
観
光
す
る
外
国
人

・
首
里
城
跡

・
宗
像
大
社
沖
津
宮

・
端
島
（
軍
艦
島
）

・
石
見
銀
山
の
鉱
山
町

・
厳
島
神
社

・
原
爆
ド
ー
ム

・
姫
路
城

・
正
倉
院

・
法
隆
寺

・
清
水
寺

・
熊
野
古
道

・
白
川
郷

・
富
士
山

・
中
尊
寺
金
色
堂

・
東
照
宮
の
陽
明
門

・
製
糸
場
の
ま
ゆ
倉
庫

・
国
立
西
洋
美
術
館

・
名
越
切
通
し

・
沖
縄
島
の
総
面
積
に
し
め
る
ア
メ
リ
カ
軍
専
用
施
設
の
割
合
—
2
0
1
6
年
末
－
（
沖
縄
県
資
料
）

・
世
界
の
陸
地
の
面
積
（
世
界
人
口
年
鑑
2
0
1
6
、
ほ
か
）

・
海
洋
の
割
合
と
面
積
（
理
科
年
表
　
平
成
3
0
年
度
）

・
姉
妹
都
市
の
例

・
地
形
別
に
見
た
日
本
の
人
口
（
日
本
統
計
年
表
　
平
成
2
8
年
度
、
ほ
か
）

・
お
も
な
都
市
の
気
温
と
降
水
量
（
理
科
年
表
　
平
成
3
0
年
）

・
お
も
な
自
然
災
害
（
2
0
0
0
年
以
降
）
（
気
象
庁
資
料
、
ほ
か
）

・
地
域
に
よ
る
農
業
生
産
の
違
い
（
2
0
1
5
年
）
（
平
成
2
7
年
　
生
産
農
業
所
得
統
計
）

・
日
本
の
お
も
な
農
産
物
と
水
産
物
の
生
産
量
の
変
化
（
平
成
2
7
年
　
食
料
需
給
表
）

・
日
本
の
工
業
の
う
ち
わ
け
（
2
0
1
5
年
）
（
平
成
2
8
年
　
経
済
サ
ン
セ
ス
）

・
工
業
の
種
類

・
工
業
生
産
（
出
荷
額
）
の
多
い
県
（
2
0
1
5
年
）
（
平
成
2
8
年
　
経
済
サ
ン
セ
ス
）

・
お
も
な
工
業
地
域
の
工
業
生
産
（
出
荷
額
）
（
2
0
1
5
年
）
（
平
成
2
8
年
　
経
済
サ
ン
セ
ス
）

・
日
本
の
輸
入
品
と
輸
出
品
の
変
化
（
財
務
省
貿
易
統
計
）

・
日
本
の
食
料
自
給
率
（
平
成
2
8
年
　
食
料
需
給
表
、
ほ
か
）

・
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
と
外
国
を
訪
れ
る
日
本
人
の
数
（
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
資
料
）

・
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
の
う
ち
わ
け
（
2
0
1
7
年
）
（
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
資
料
）

・
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
出
身
地
（
2
0
1
6
年
）
（
平
成
2
9
年
　
在
留
外
国
人
統
計
）

・
日
本
の
お
も
な
で
き
ご
と

・
都
道
府
県
別
の
統
計
（
農
林
水
産
統
計
、
平
成
2
8
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
、
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村

別
面
積
調
、
ほ
か
）

・
お
も
な
農
産
物
の
生
産
（
農
林
水
産
統
計
速
報
、
ほ
か
）

・
お
も
な
工
業
の
生
産
額
（
工
業
統
計
表
、
ほ
か
）

・
日
本
の
水
産
物
の
輸
入
先
（
財
務
省
貿
易
統
計
）

・
世
界
の
お
も
な
国
々
と
日
本
の
結
び
つ
き
（
財
務
省
貿
易
統
計
、
世
界
人
口
年
鑑
2
0
1
6
、
ほ
か
）

・
日
本
で
起
き
た
自
然
災
害
（
気
象
庁
資
料
、
ほ
か
）

・
お
も
な
台
風
の
進
路
（
理
科
年
表
　
平
成
3
0
年
）

・
世
界
の
地
震
の
分
布
（
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所
資
料
、
ほ

か
）

・
地
下
調
節
池
の
分
布
（
東
京
都
建
設
局
資
料
、
ほ
か
）

・
徳
島
県
に
残
る
地
震
・
津
波
の
碑
（
徳
島
県
資
料
）

・
土
地
利
用
の
お
も
な
農
産
物
の
産
地
（
農
林
水
産
資
料
、

ほ
か
）

・
各
地
の
水
産
業
（
平
成
2
8
年
　
水
産
物
流
通
調
査
、
ほ

か
）

・
工
業
の
分
布
（
Ｅ
Ｄ
ＩＮ
Ｅ
Ｔ
資
料
、
ほ
か
）

・
日
本
の
航
空
路
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
時
刻
表
　
2
0
1
8
年
２
月
号
、
ほ
か
）

・
日
本
の
お
も
な
輸
入
相
手
国
・
地
域
（
2
0
1
6
年
）
（
財
務
省

貿
易
統
計
）

・
日
本
の
お
も
な
輸
出
相
手
国
・
地
域
（
2
0
1
6
年
）
（
財
務
省

貿
易
統
計
）

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
資
料
、
ほ
か
）

・
日
本
の
昔
の
境
界
と
世
界
文
化
遺
産
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「
別

紙
２

－
１

」
　

　
【

我
が

国
の

位
置

と
領

土
の

扱
い

　
】

　
（

　
小

学
校

　
地

図
　

）

発
行
者

北
方
領
土
に
関
す
る
掲
載
の
概
要

竹
島
に
関
す
る
掲
載
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る
掲
載
の
概
要

そ
の
他
(領
土
の
範
囲
等
)

東
書

【
写
真
】
「
北
の
端
　
①
択
捉
島
」
に
『
択
捉
島
は

北
方
領
土
最
大
の
島
で
、
面
積
は
3
1
6
7
ｋ
㎡
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
占
拠

し
、
現
在
も
ロ
シ
ア
連
邦
が
占
拠
を
続
け
て
お

り
、
日
本
は
一
貫
し
て
返
還
を
求
め
て
い
ま

す
。
』
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
＜
P
1
6
＞

【
地
図
】
「
日
本
の
4
7
都
道
府
県
」
＜
Ｐ
５
～
６
＞

「
日
本
と
そ
の
ま
わ
り
」
＜
P
1
6
＞
、
「
日
本
列
島

−
九
州
か
ら
北
海
道
−
」
＜
P
2
2
＞
、
「
択
捉
島
」

＜
P
5
4
＞
、
「
千
島
列
島
」
＜
P
5
4
＞
、
「
オ
セ
ア

ニ
ア
」
＜
P
6
7
＞
、
「
日
本
の
地
形
」
＜
P
7
0
＞
、

「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
領
域
」
に
『
現

在
ロ
シ
ア
が
占
拠
し
て
い
る
地
域
』
と
い
う
説
明

が
あ
る
。
＜
P
7
8
＞
、
「
日
本
と
世
界
の
お
も
な

島
」
＜
P
8
2
＞

【
写
真
】
「
竹
島
」
に
『
日
本
固
有
の
領
土
で
す
が
、

韓
国
に
占
拠
さ
れ
、
日
本
は
抗
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
』
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
＜
P
2
7
＞

【
地
図
】
「
日

本
の

4
7
都

道
府

県
」
＜

Ｐ
５
～

６
＞

「
日
本
と
そ
の
ま
わ
り
」
＜
P
1
5
＞
、
「
日
本
列
島

−
九
州
か
ら
北
海
道
−
」
＜
P
2
0
＞
、
島
根
県
＜

P
2
7
＞
、
日
本
の
地
形
＜
P
6
9
＞
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
日
本
の
領
域
＜
P
7
8
＞

【
写
真
】
「
尖
閣
諸
島
」
に
『
魚
釣
島
（
後
ろ
に
見
え
る

島
）
な
ど
か
ら
な
る
、
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
』
と

い
う
説
明
が
あ
る
。
＜
P
1
8
＞

【
地
図
】
「
日

本
の
4
7
都
道
府
県
」
＜
Ｐ
５
～
６
＞
、

「
日
本
と
そ
の
ま
わ
り
」
＜
P
1
5
＞
、
「
日
本
列
島

−
南
西
諸
島
か
ら
九
州
−
」
＜
P
1
8
＞
、
「
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
日
本
の
領
域
」
＜
P
7
8
＞

【
写
真
】
「
西
の
端
　
②
与
那
国
島
」
＜
P
1
6
＞
、

「
東
の
端
　
③
南
鳥
島
」
＜
P
1
6
＞
、
「
南
の
端

④
沖
ノ
鳥
島
」
に
『
日
本
は
、
こ
の
島
が
し
ず
ま

な
い
よ
う
に
す
る
工
事
を
行
い
、
日
本
の
国
土

面
積
（
約
3
8
万
ｋ
㎡
）
よ
り
も
広
い
約
4
0
万
ｋ
㎡

の
排
他
的
経
済
水
域
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
』

と
い
う
説
明
が
あ
る
。
＜
P
1
6
＞

【
地
図
】
「
日
本
の
4
7
都
道
府
県
」
＜
Ｐ
５
～
６

＞
、
「
日
本
と
そ
の
ま
わ
り
」
＜
P
1
5
～
1
6
＞
、

「
西
南
諸
島
の
お
も
な
島
」
＜
P
1
9
＞
、
「
ユ
ー

ラ
シ
ア
、
北
極
」
＜
P
5
8
＞
、
「
ア
ジ
ア
」
＜
P
6
0

＞
、
「
オ
セ
ア
ニ
ア
」
＜
P
6
7
＞
、
「
日
本
の
地

形
」
＜
P
7
0
＞
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本

の
領
域
＜
P
7
8
＞

帝
国

【
写
真
】
「
北
方
領
土
」
に
『
北
方
領
土
は
日
本
の

固
有
の
領
土
で
す
が
、
ロ
シ
ア
が
不
法
に
占
拠

し
て
い
ま
す
。
』
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
＜
P
3
0
＞

「
北
端
−
択
捉
島
−
」
に
『
1
9
4
5
年
か
ら
国
後
島
、

色
丹
島
、
歯
舞
群
島
と
と
も
に
ロ
シ
ア
（
当
時
は

ソ
連
）
に
占
拠
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
て
、
自

由
に
行
き
来
で
き
ま
せ
ん
。
』
と
い
う
説
明
が
あ

る
。
＜
P
3
0
＞

【
地
図
】
「
日
本
を
な
が
め
て
み
よ
う
」
＜
P
６
＞
、

「
日
本
の
領
土
と
そ
の
ま
わ
り
」
＜
P
3
0
＞
、
「
北

海
道
地
方
」
＜
P
7
0
＞
、
「
択
捉
島
」
＜
P
7
0
＞
、

「
ア
ジ
ア
」
＜
P
7
8
＞
、
「
日
本
で
起
き
た
お
も
な

自
然
災
害
」
＜
P
9
2
＞
、
「
都
道
府
県
の
区
分
」

＜
P
1
1
6
〜
1
1
7
＞
、
「
世
界
の
国
々
」
＜
P
1
1
9
＞

【
写
真
】
「
竹
島
」
に
『
島
根
半
島
の
沖
に
位
置
す
る

日
本
の
固
有
の
領
土
で
す
が
、
韓
国
が
不
法
に

占
拠
し
て
い
ま
す
。
』
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
＜
P
3
0

＞ 【
地
図
】
「
日
本
を
な
が
め
て
み
よ
う
」
＜
P
５
＞
、

「
竹
島
」
＜
P
2
1
＞
、
「
日
本
の
領
土
と
そ
の
ま
わ

り
」
＜
P
3
0
＞
、
「
竹
島
」
＜
P
3
7
＞
、
「
都
道
府
県

の
区
分
」
＜
P
1
1
6
＞

【
写
真
】
「
尖
閣
諸
島
」
に
『
日
本
固
有
の
領
土
で

す
。
一
番
奥
に
見
え
る
の
が
諸
島
の
中
で
も
最
も

大
き
な
魚
釣
島
で
す
。
』
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
＜

P
3
0
＞

【
地
図
】
「
日
本
を
な
が
め
て
み
よ
う
」
＜
P
４
＞
、

「
日
本
の
領
土
と
そ
の
ま
わ
り
」
＜
P
2
9
＞
、
「
南
西

諸
島
」
＜
P
1
1
6
＞

【
写
真
】
「
西
端
−
与
那
国
島
−
」
＜
P
3
0
＞
、
「
南

端
−
沖
ノ
鳥
島
−
」
＜
P
3
0
＞
、
「
東
端
−
南
鳥
島

−
」
＜
P
3
0
＞

【
地
図
】
「
日
本
を
な
が
め
て
み
よ
う
」
＜
P
４

＞
、
「
南
西
諸
島
」
＜
P
1
9
＞
、
「
日
本
の
領
土

と
そ
の
ま
わ
り
」
＜
P
2
9
～
3
0
＞
、
「
南
西
諸
島
」

＜
P
3
1
＞
、
「
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
」
＜
P
7
5

＞
、
「
ア
ジ
ア
」
＜
P
7
8
＞
、
「
日
本
で
起
き
た
お

も
な
自
然
災
害
」
＜
P
9
1
＞
、
「
南
西
諸
島
」
＜

P
1
1
6
＞
、
「
南
鳥
島
」
＜
P
1
1
6
＞
、
「
沖
ノ
鳥

島
」
＜
P
1
1
6
＞
、
「
世
界
の
国
々
」
＜
P
1
1
9
＞
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「
別
紙
２
」
　
【
　
（
１
）
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
】
　
　
（
小
学
校
　
地
図
）

表
・
グ
ラ
フ

分
布
図

発
行
者

f　
写
真
・
統
計
資
料
等
の
内
容

写
真

帝
国

・
真
横
か
ら
見
た
学
校

・
な
な
め
上
か
ら
見
た
学
校

・
真
上
か
ら
見
た
学
校

・
果
物
の
畑
が
多
い
と
こ
ろ

・
野
菜
な
ど
の
畑
が
多
い
と
こ
ろ

・
ビ
ル
や
家
が
多
い
と
こ
ろ

・
田
ん
ぼ
が
多
い
と
こ
ろ

・
北
方
領
土

・
竹
島

・
尖
閣
諸
島

・
北
端
−
択
捉
島
−

・
西
端
−
与
那
国
島
−

・
南
端
−
沖
ノ
鳥
島
−

・
東
端
−
南
鳥
島
−

・
奈
良
公
園
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
（
2
0
1
3
年
）

・
空
か
ら
見
た
京
都
市
中
心
部
（
2
0
1
6
年
）

・
地
球
儀
を
使
お
う
（
方
位
を
調
べ
る
、
き
ょ
り
を
調
べ

る
、
面
積
、
形
を
調
べ
る
）

・
今
日
は
お
店
の
カ
レ
ー
〔
イ
ン
ド
〕

・
サ
ン
タ
さ
ん
、
暑
く
な
い
？
〔
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〕

・
今
は
お
祈
り
の
時
間
〔
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
〕

・
は
し
を
使
っ
て
食
べ
る
よ
〔
中
華
人
民
共
和
国
〕

・
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
　
ア
ラ
イ
ク
ム
！
〔
エ
ジ
プ
ト
〕

・
こ
れ
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
な
る
よ
〔
ガ
ー
ナ
〕

・
寒
い
け
ど
、
外
で
遊
び
た
い
！
〔
ロ
シ
ア
連
邦
〕

・
チ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
！
〔
オ
ラ
ン
ダ
〕

・
パ
ス
タ
大
好
き
！
〔
イ
タ
リ
ア
〕

・
将
来
の
夢
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
！
〔
ブ
ラ
ジ
ル
〕

・
生
活
に
欠
か
せ
な
い
動
物
だ
よ
〔
ペ
ル
ー
〕

・
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
が
見
え
た
！
〔
カ
ナ
ダ
〕

・
今
日
の
お
昼
は
こ
れ
に
決
め
た
！
〔
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
〕

・
日
本
に
友
だ
ち
が
い
る
ん
だ
〔
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
〕

・
地
震
時
の
消
防
隊
に
よ
る
救
助
活
動

・
火
山
灰
や
岩
石
が
降
り
積
も
っ
た
御
嶽
山
−

・
大
雪
の
影
響
で
渋
滞
す
る
道
路

・
水
害
時
の
自
衛
隊
に
よ
る
救
助
活
動

・
津
波
に
よ
る
被
害

・
神
田
川
・
環
状
七
号
線
地
下
調
節
池

・
過
去
２
回
の
津
波
の
高
さ
を
示
し
た
碑

・
み
か
ん
の
収
穫

・
さ
ん
ま
の
水
あ
げ

・
港
に
面
し
た
工
業
地
域

・
名
古
屋
港
で
の
自
動
車
の
輸
出

・
国
内
外
の
多
く
の
空
港
と
結
ば
れ
る
東
京
国
際
（
羽

田
）
空
港

・
東
京
を
観
光
す
る
外
国
人

・
首
里
城
跡

・
宗
像
大
社
沖
津
宮

・
端
島
（
軍
艦
島
）

・
石
見
銀
山
の
鉱
山
町

・
厳
島
神
社

・
原
爆
ド
ー
ム

・
姫
路
城

・
正
倉
院

・
法
隆
寺

・
清
水
寺

・
熊
野
古
道

・
白
川
郷

・
富
士
山

・
中
尊
寺
金
色
堂

・
東
照
宮
の
陽
明
門

・
製
糸
場
の
ま
ゆ
倉
庫

・
国
立
西
洋
美
術
館

・
名
越
切
通
し

・
沖
縄
島
の
総
面
積
に
し
め
る
ア
メ
リ
カ
軍
専
用
施
設
の
割
合
—
2
0
1
6
年
末
－
（
沖
縄
県
資
料
）

・
世
界
の
陸
地
の
面
積
（
世
界
人
口
年
鑑
2
0
1
6
、
ほ
か
）

・
海
洋
の
割
合
と
面
積
（
理
科
年
表
　
平
成
3
0
年
度
）

・
姉
妹
都
市
の
例

・
地
形
別
に
見
た
日
本
の
人
口
（
日
本
統
計
年
表
　
平
成
2
8
年
度
、
ほ
か
）

・
お
も
な
都
市
の
気
温
と
降
水
量
（
理
科
年
表
　
平
成
3
0
年
）

・
お
も
な
自
然
災
害
（
2
0
0
0
年
以
降
）
（
気
象
庁
資
料
、
ほ
か
）

・
地
域
に
よ
る
農
業
生
産
の
違
い
（
2
0
1
5
年
）
（
平
成
2
7
年
　
生
産
農
業
所
得
統
計
）

・
日
本
の
お
も
な
農
産
物
と
水
産
物
の
生
産
量
の
変
化
（
平
成
2
7
年
　
食
料
需
給
表
）

・
日
本
の
工
業
の
う
ち
わ
け
（
2
0
1
5
年
）
（
平
成
2
8
年
　
経
済
サ
ン
セ
ス
）

・
工
業
の
種
類

・
工
業
生
産
（
出
荷
額
）
の
多
い
県
（
2
0
1
5
年
）
（
平
成
2
8
年
　
経
済
サ
ン
セ
ス
）

・
お
も
な
工
業
地
域
の
工
業
生
産
（
出
荷
額
）
（
2
0
1
5
年
）
（
平
成
2
8
年
　
経
済
サ
ン
セ
ス
）

・
日
本
の
輸
入
品
と
輸
出
品
の
変
化
（
財
務
省
貿
易
統
計
）

・
日
本
の
食
料
自
給
率
（
平
成
2
8
年
　
食
料
需
給
表
、
ほ
か
）

・
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
と
外
国
を
訪
れ
る
日
本
人
の
数
（
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
資
料
）

・
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
の
う
ち
わ
け
（
2
0
1
7
年
）
（
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
資
料
）

・
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
の
出
身
地
（
2
0
1
6
年
）
（
平
成
2
9
年
　
在
留
外
国
人
統
計
）

・
日
本
の
お
も
な
で
き
ご
と

・
都
道
府
県
別
の
統
計
（
農
林
水
産
統
計
、
平
成
2
8
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
、
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村

別
面
積
調
、
ほ
か
）

・
お
も
な
農
産
物
の
生
産
（
農
林
水
産
統
計
速
報
、
ほ
か
）

・
お
も
な
工
業
の
生
産
額
（
工
業
統
計
表
、
ほ
か
）

・
日
本
の
水
産
物
の
輸
入
先
（
財
務
省
貿
易
統
計
）

・
世
界
の
お
も
な
国
々
と
日
本
の
結
び
つ
き
（
財
務
省
貿
易
統
計
、
世
界
人
口
年
鑑
2
0
1
6
、
ほ
か
）

・
日
本
で
起
き
た
自
然
災
害
（
気
象
庁
資
料
、
ほ
か
）

・
お
も
な
台
風
の
進
路
（
理
科
年
表
　
平
成
3
0
年
）

・
世
界
の
地
震
の
分
布
（
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所
資
料
、
ほ

か
）

・
地
下
調
節
池
の
分
布
（
東
京
都
建
設
局
資
料
、
ほ
か
）

・
徳
島
県
に
残
る
地
震
・
津
波
の
碑
（
徳
島
県
資
料
）

・
土
地
利
用
の
お
も
な
農
産
物
の
産
地
（
農
林
水
産
資
料
、

ほ
か
）

・
各
地
の
水
産
業
（
平
成
2
8
年
　
水
産
物
流
通
調
査
、
ほ

か
）

・
工
業
の
分
布
（
Ｅ
Ｄ
ＩＮ
Ｅ
Ｔ
資
料
、
ほ
か
）

・
日
本
の
航
空
路
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
時
刻
表
　
2
0
1
8
年
２
月
号
、
ほ
か
）

・
日
本
の
お
も
な
輸
入
相
手
国
・
地
域
（
2
0
1
6
年
）
（
財
務
省

貿
易
統
計
）

・
日
本
の
お
も
な
輸
出
相
手
国
・
地
域
（
2
0
1
6
年
）
（
財
務
省

貿
易
統
計
）

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
資
料
、
ほ
か
）

・
日
本
の
昔
の
境
界
と
世
界
文
化
遺
産
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「
別
紙
３
」
　
【
　
（
２
）
構
成
上
の
工
夫
　
】
　
（
小
学
校
　
地
図
）

学
習
方
法
に
つ
い
て

東
書

・
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
含
む
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
て
い

る
。

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
る
。

・
Ｐ
9
2
下
部
に
、
「
Ｄ
（
デ
ジ
タ
ル
）
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ
」

と
し
て
、
ク
イ
ズ
、
動
画
及
び
公
共
機
関
の
内
容
を
掲

載
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ン
ク
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド

レ
ス
及
び
２
次
元
コ
ー
ド
）
を
示
し
て
い
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
学
習
が
で
き
る
学
習
で

き
る
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
Ｄ
マ
ー
ク
」
を
示
し
て
い
る
。
（
P
５

な
ど
）

帝
国

・
色
覚
特
性
に
配
慮
し
た
色
づ
か
い
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
る
。

・
Ｐ
６
の
下
部
に
、
都
道
府
県
ご
と
の
地
図
（
白
地
図

切
り
替
え
含
む
）
を
は
じ
め
、
ド
ロ
ー
ン
動
画
、
ク
イ

ズ
、
統
計
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
リ
ン
ク
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
及
び
２
次
元

コ
ー
ド
）
を
示
し
て
い
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
学
習
が
で
き
る
ペ
ー
ジ

に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
P
４
な

ど
）

・
「
地
図
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
学
校
の
ま
わ
り
を
例
に
、
真
横
か
ら
見
た
学
校
→
な
な
め
上
か
ら
見
た
学
校
→
真
上
か
ら
見
た
学

校
の
ま
わ
り
→
学
校
の
ま
わ
り
の
地
図
へ
と
い
う
視
点
の
違
い
を
踏
ま
え
て
解
説
し
て
い
る
。
（
Ｐ
７
～
８
）

・
「
地
図
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、
実
際
の
ま
ち
（
大
阪
府
堺
市
）
の
鳥
瞰
表
現
の
地
図
と
平
面
の
地
図
を
比
べ
て
い
る
。
（
Ｐ
７
～
８
）

・
「
地
図
の
や
く
そ
く
（
方
位
）
（
地
図
記
号
）
（
き
ょ
り
の
求
め
方
）
」
に
つ
い
て
、
導
入
を
３
コ
マ
漫
画
で
示
し
て
い
る
。
（
Ｐ
９
、
Ｐ
1
1
、
Ｐ
1
3
）

・
地
図
を
読
み
取
る
視
点
や
学
習
課
題
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
て
示
し
て
い
る
。

・
地
球
儀
の
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、
写
真
を
用
い
て
解
説
し
て
い
る
。
（
P
7
3
〜
7
4
）

・
災
害
へ
の
備
え
や
防
災
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
示
し
た
地
図
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
P
5
4
、
7
1
、
9
3
、
9
4
）

・
「
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
お
も
な
会
場
予
定
地
や
競
技
名
な
ど
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
Ｐ
6
1
～
6
2
、
Ｐ
6
3
～
6
5
）

・
夏
季
及
び
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
と
開
催
年
を
記
載
し
て
い
る
。
（
Ｐ
1
0
0
）

・
世
界
の
地
図
ペ
ー
ジ
で
は
主
要
な
国
名
や
首
都
名
に
英
語
を
記
載
し
た
り
、
「
外
国
か
ら
日
本
へ
伝
わ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
」
を
示
し

た
り
し
て
い
る
。

・
世
界
全
図
に
1
4
ヶ
国
語
の
挨
拶
を
紹
介
し
た
り
（
Ｐ
１
～
３
）
、
「
集
ま
れ
！
世
界
の
子
ど
も
た
ち
」
で
は
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
国
の
国
旗
や

挨
拶
等
が
示
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
（
Ｐ
7
6
な
ど
）

・
「
地
図
マ
ス
タ
ー
へ
の
道
」
を
掲
載
し
、
地
図
の
活
用
の
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
（
P
1
8
な
ど
）

　
　
　
項
目

発
行
者

ア
　
地
図
帳
の
活
用

イ
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

ウ
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
扱
い

・
地
図
の
仕
組
み
と
約
束
事
が
分
か
る
よ
う
に
、
ペ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
の
大
き
さ
の
鳥
瞰
図
を
用
い
て
、
鳥
瞰
図
（
Ｐ
７
～
８
）
→
真
上
か
ら
の

図
（
Ｐ
９
～
1
0
）
→
広
い
範
囲
を
見
わ
た
す
（
Ｐ
1
1
～
1
2
）
と
い
う
視
点
の
変
換
を
展
開
し
て
い
る
。

・
索
引
の
引
き
方
を
、
漫
画
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
（
P
1
3
）

・
地
図
を
読
み
取
る
視
点
や
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
て
示
し
て
い
る
。

・
地
球
儀
の
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、
写
真
を
用
い
て
解
説
し
て
い
る
。
（
P
5
5
〜
5
6
）

・
自
然
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
の
情
報
を
ま
と
め
た
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
P
9
7
〜
9
9
）

・
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
な
会
場
予
定
地
と
競
技
名
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
Ｐ
4
7
～
4
9
）

・
夏
季
及
び
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
を
示
し
た
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
Ｐ
8
5
）

・
冒
頭
に
イ
ラ
ス
ト
を
示
し
た
世
界
地
図
、
日
本
地
図
を
掲
載
し
、
地
図
の
世
界
へ
の
導
入
と
し
て
い
る
。

・
「
世
界
全
図
と
地
球
儀
」
の
ペ
ー
ジ
で
、
大
陸
と
州
、
海
洋
名
の
英
語
を
記
載
し
て
い
る
。

・
世
界
地
図
で
は
、
全
て
の
国
名
の
英
語
を
記
載
し
て
い
る
。

・
日
本
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、
同
じ
時
代
の
世
界
の
様
子
が
捉
え
ら
れ
る
歴
史
地
図
を
掲
載
し
て
い
る
。
（
Ｐ
7
5
～
7
8
）
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